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第 1部 序論 
 
 模倣は、自閉症児の全般的な発達と関係することが示されている。また、模
倣は、自閉症児の早期介入の効果を予測する変数の 1 つであることが示されて
いる。したがって、早期介入において、自閉症児の模倣の成立を促すことは必
要不可欠である。 
 これまでの模倣研究では、自閉症児群を定型発達児群と比較する評価研究が
多かった。このような評価研究は、自閉症児群を対象とし、模倣の脆弱性を示
し、障害の特徴を描くことを目的としていた。その一方で、自閉症児個人個人
を対象とし、模倣の可塑性を検討し、そのメカニズムを明らかにすることを目
的とした介入研究は少なかった。 
 これまでの介入研究が対象とした自閉症児は、知的障害の有無と自閉症重症
度の高低によって大きく2つのグループに分けられる。知的障害があり、自閉症
重症度が高いグループと、知的障害がなく、自閉症重症度が低いグループであ
る。これまでの模倣の介入研究では、知的障害がなく、自閉症重症度が低い自
閉症児を主に対象としてきた (Landa, Holman, & O’Neil, & Stuart, 2011; 
Srinivasan, Kaur, Park, Gifford, Marsh, & Bhat., 2015; Srinivasan, Park, 
Neely, & Bhat, 2015; Warreyn & Roeyers, 2014)。したがって、知的障害があ
り、自閉症重症度が高い自閉症児において、模倣を促すための条件を明らかに
することが重要である。 
 大人が子どもの反応 (非音声言語・音声言語) を模倣する「随伴模倣」は、定
型発達児における母子相互作用の中で日常的によく観察され、模倣の学習の条
件となる (Masur & Rodemaker, 2006)。自閉症児においても、随伴模倣を含め
た介入パッケージを用いることで、模倣の成立に伴い、音声言語・共同注意・
ふり遊びなどその他の行動が増加することが示された (Ingersoll & Gergans, 
2006; Ingersoll & Lalonde, 2010; Ingersoll & Gergans, 2007)。しかし介入パッ
ケージに含まれる随伴模倣のみの効果について詳細に分析した研究はこれまで
にない。したがって、随伴模倣が自閉症児の模倣の学習の条件となるかどうか
は明らかではない。 
 したがって本論文では、知的障害があり、自閉症重症度が高い自閉症児を対
象とし、以下の3つの点を目的とした。 
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(1)模倣(動作・操作・音声)の成立と行動指標(視知覚・運動・言語)と発達指標(生
活年齢・発達年齢・自閉症重症度・適応行動)の成立との間の相関関係を明らか
にする。 
(2)介入パッケージと模倣(動作・操作・音声)の成立との間の関係を明らかにする
こと。模倣(動作・操作・音声)の成立が基軸行動としての機能し、行動指標(視
知覚・運動・言語)へと拡張するかを明らかにする。 
(3)介入パッケージの要因分析を行い、大人が自閉症児の反応(動作・操作・音声)
を模倣すること(随伴模倣)と、模倣(音声)の成立との間の関係を明らかにする。 
 
第 2部 研究 
 
第 1 章 研究 1. 包括的評価研究：模倣(動作・操作・音声)と行動指
標・発達指標の相関 
 
1-1.目的 
 模倣を刺激の物理的特性に基づいて動作・操作・音声に分類した。その上で、
模倣(動作・操作・音声)の成立が、行動指標(視知覚・運動・言語)と、発達指標(生
活年齢・発達年齢・自閉症重症度・適応行動)と関係するかどうかを明らかにす
ることを目的とした。 
 
1-2.方法 
参加児 
 2歳から5歳の自閉症児13名(平均生活年齢4.26歳；平均発達年齢2.21歳; 自閉
症重症度得点の平均値38.62)が参加した。 
セッティングと装置 
 本研究は、机とイスが1つずつ置かれた大学の支援室で実施した。模倣と運動
を評価する際は、実験者は机上で参加児と向かい合って実施した。視知覚の評
価には、眼球運動測定装置アイトラッカー (Tobii X120)を用いた。 
行動指標 
(1)模倣の評価：動作刺激、操作刺激、音声刺激を評価した。(2)視知覚の評価：
動作動画、操作動画、音声動画を提示し、顔領域・目領域・口領域・物領域 の
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注視時間を評価した。(3)運動の評価：随意運動発達検査を用いた。(4)言語の評
価：日本語マッカーサー乳児言語発達質問紙の「語と文法」を用いた。 
発達指標 
(1)発達年齢及び言語発達年齢の評価：新版K式発達検査を用いた。(2)自閉症重
症度の評価: 新装版小児自閉症評定尺度を用いた。(3)適応行動の評価: 
Vineland-II 適応行動尺度を用いた。 
 
1-3.結果と考察 
 模倣(動作・操作・音声)と行動指標(運動・言語)・発達指標(発達年齢・自閉症
重症度)との間に相関関係が示された。多様な指標を用いて模倣(動作・操作・音
声)との相関関係を包括的に評価した研究はこれまでになかった。 
 本研究では、模倣の中でも特に音声模倣のレパートリーが多い自閉症児ほど、
顔領域の注視時間・口領域の注視時間が長くなることを明らかにした。さらに、
音声模倣のレパートリーが多い自閉症児ほど、適応行動のレパートリーも多く
なることが明らかになった。その一方で、動作模倣及び操作模倣の成立と、他
者の物や顔への注視時間や適応行動との間には有意な関係は示されなかった。
したがって、動作模倣と操作模倣に比べて、音声模倣を獲得する過程では、他
者の顔や口を見る行動が同時に獲得されやすいということが明らかになった。
また、音声模倣のレパートリーが多くなることで、日常生活を安定させるため
のコミュニケーション・社会性・生活スキル・運動スキルといった様々な行動
が獲得されやすくなることが明らかになった。 
 模倣に先行する刺激の物理的な形態の違いによって、結果が異なることが明
らかになった。このような結果から、本研究の結果から、動作模倣・操作模倣・
音声模倣に対して個別的に介入することが多様な行動の促進において重要であ
ると考えられる。 
 
第 2 章 研究 2. 包括的介入研究：模倣(動作・操作・音声)と行動指
標 (視知覚・運動・言語)の拡張 
 
2-1.目的 
 研究 1 では、模倣に先行する刺激の物理的特徴に基づいて模倣を動作・操作・
音声の 3 種類に分類した。そしてそれぞれの模倣と行動指標(視知覚・運動・言
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語)との相関関係を明らかにした。それに対し、研究 2では、自閉症児の行動獲
得に必要な要因を組み合わせ、それらを介入パッケージとして構成した。そし
て介入パッケージと模倣(動作・操作・音声)の成立との間の関係を分析し、模倣
(動作・操作・音声)そのものが成立するだけではなく、多様な行動指標(視知覚・
運動・言語)へと拡張するかどうかを検討することを目的とした。知的障害があ
り、自閉症重症度が高い自閉症児において模倣(動作・操作・音声)が基軸行動と
して機能するかどうかを明らかにすることを目的とした。 
 
2-2.方法 
参加児 
 4歳から5歳の自閉症児6名(平均生活年齢4.74歳；平均発達年齢2.15歳; 自閉症
重症度得点の平均値41.42)が本研究に参加した。 
セッティング 
 本研究は、机とイスが1つずつ置かれていた大学の支援室で実施した。 
実験デザイン 
 本研究では、刺激間多層ベースライン (Barlow, Nock, & Hersen, 2008)と事
前事後デザインを用いた。 
手続き 
 6名中4名は週に2回、1回30分のセッションを受けた。6名中2名は、週に1回、
1時間のセッションを受けた。 
事前・事後評価 
 介入の実施前と、3種類の刺激に対する模倣(動作・操作・音声)への介入が終
了した時点で次の評価を実施した。(1)般化模倣の評価(2)視知覚の評価 (3)運動
の評価(4)言語の評価(5)行動観察における評価  
ベースライン 
 実験者は、参加児の注意を引き、示範刺激を提示した。子どもが3秒以内に各
標的反応の基準に沿った反応をした場合には正反応とした。 
介入 
 介入では、次の4つの条件を実施した。(1)視覚刺激と聴覚刺激を対提示する。 
(2)獲得刺激を連続で提示してから、標的刺激を提示する。(3)随伴模倣と拡張随
伴模倣を行う。(4)参加児の模倣反応と関連のある刺激を強化として提示する。 
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フォローアップ 
 2週間後と1か月後に実施した。手続きはベースラインと同様であった。 
従属変数 
 ベースライン、介入、フォローアップ時の従属変数は、標的刺激の正反応率
を用いた。事前事後評価時の従属変数は、次の通りであった。(1)般化模倣の評
価：それぞれの模倣(動作・操作・音声)の正反応率(2)視知覚の評価：各領域(顔
領域・口領域・目領域・物領域)への注視時間の割合 (3)運動の評価：各運動得
点（「総運動」・「躯幹・上下肢」・「手指」・「顔面・口腔」）(4)言語の評価：理解
言語得点と表出言語得点 (5)行動観察における評価:大人の顔を見ながら正しく
模倣をした割合、大人の顔を見る行動の持続時間、自発的な音声表出と音声模
倣のインターバル生起率(6)社会的妥当性の評価：大人への興味、模倣、指示従
事、適切なコミュニケーションに関して、リッカート尺度で評定を行った。 
 
2-3.結果と考察 
 全ての参加児が模倣(動作・操作・音声)を獲得した。さらに、模倣の成立に伴
い、視知覚・運動・言語が拡張することが明らかになった。つまり、模倣が成
立することによって、他者の顔を見る行動・粗大運動と微細運動・理解言語と
音声言語が増加した。本研究の結果は、研究1の結果と対応することがわかった。
本研究から、知的障害があり自閉症重症度が高い自閉症児において模倣が基軸
行動として機能することが明らかになった。模倣が基軸行動として機能するか
どうかを検討する際に、本研究ほど多様な指標によって評価した研究はこれま
でにない (Ingersoll, Lewis, Kroman, 2007; Ingersoll & Schreibman, 2006; 
Ross & Greer, 2003; Tsiouri & Greer, 2003; Young, Krantz, McClannahan, & 
Poulson, 1994)。したがって、本研究は、模倣が基軸行動となり、行動指標(視
知覚・運動・言語)が促進されることを初めて明らかにした。 
 模倣の成立に関して、本研究では先行研究よりも模倣獲得までのセッション
数が大幅に短くなった。さらに、社会的妥当性の評価によって、介入後の方が
介入前よりも模倣(動作・操作・音声)・視知覚(他者への関心)・言語(理解・表出)
の頻度が高いと評定された。このことから、介入パッケージの有効性が示され
た。 
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第 3章 研究 3. 分析的評価研究：随伴模倣が模倣(動作・操作・音声)
に及ぼす効果の検討 
 
3-1.目的 
 研究3では、研究2の介入パッケージの要因分析を行った。介入パッケージを
実施している場面の中でも、大人が自閉症児の各反応 (動作・操作・音声)を模
倣している場面(随伴模倣)を観察した。随伴模倣によって模倣の生起率が増加す
るかを検討することを目的とした。さらに形態が異なる反応(動作・操作・音声)
に対して大人が随伴模倣をすることで、随伴模倣の後に成立しやすくなる行動
が異なるかを検討した。 
 
3-2.方法 
参加児 
 研究2に参加した6名のうち5名(平均生活年齢4.80歳；平均発達年齢2.08歳; 自
閉症重症度得点の平均値43.20)が参加した。 
手続き 
 研究 2 で実施したパッケージ介入時のビデオデータを用い、介入パッケージ
の中でも随伴模倣の効果に関する事後解析(post hoc analysis)を行った。 
従属変数 
 従属変数は、(1) 参加児の発声(2) 参加児の音声模倣(3) 参加児の動作・操作
模倣(4) 実験者の顔を見る(5) 笑顔+社会的シグナル(6)参加児の反応(動作・操
作・音声)(7) 参加児のテスト行動であった。 
 
3-3.結果と考察  
 自閉症児の反応に対して随伴模倣を行うことで、その直後に自閉症児の模倣
が生起した。特に、自閉症児の音声反応に対して随伴模倣を提示することで、
その直後に自閉症児の音声模倣が生起する確率が高くなった。したがって、随
伴模倣によって音声模倣が促されることが示された。これまでの先行研究では、
自閉症児の反応に対して大人が随伴模倣をすることによって、大人の顔や大人
の持っている物を見る行動が生起することは示されていた (Berger & Ingersoll, 
2013; 2015; Dawson & Adams, 1984; Heimann, Laberg, & Nordoen, 2006; 
Sanefuji & Ohgami, 2011; 2013)。その一方で、大人の動作・操作・音声を模倣
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する行動が生起するかどうかは明らかではなかった。したがって、本研究は、
自閉症児の模倣に及ぼす随伴模倣の効果について初めて明らかにした。 
  
第 4章 研究 4. 分析的評価研究：随伴模倣が音声模倣とコミュニケ
ーションに及ぼす効果の検討 
第 1節 研究 4-1. 音声反応への即時性に関する分析 
 
4-1-1.目的 
 研究 3 では、随伴模倣によって発声と音声模倣の生起率が高くなることがわ
かった。したがって研究 4-1では、ヨークト条件という統制条件を設定し、随
伴模倣の効果を検討した。ヨークト条件とは、随伴模倣条件時に実験者が随伴
模倣した発声・発話を録音し、実験者はその音声をイヤホンで聴きながらその
タイミング通りに、発声・発話を提示する方法であった。研究 4-1 では、随伴
模倣の方が発声と音声模倣の生起率が高くなるかどうかを検討することを目的
とした。さらに、音声模倣の増加に伴い、コミュニケーション(音声言語表出・
社会的相互作用)が促進されるかどうかを検討することを目的とした。 
 
4-1-2.方法 
参加児 
 自閉症児1名(生活年齢4.42歳; 発達年齢1.91歳; 自閉症重症度得点48)が参加
した。 
セッティング 
 本研究は大学の訓練室で実施した。 
実験デザイン 
 単一事例実験計画法の条件交替法 (Barlow et al., 2008) を用いた。 
手続き 
 両条件ともに1セッション5分間であった。条件間は約30秒の間隔を開けた。1
日に3セッションから5セッション実施した。(1)随伴模倣(contingent imitation)
条件：随伴模倣条件では、実験者は向かい合う参加児に対し、示範となる音を
提示した。その後、参加児の音声反応を即時に模倣した。(2)ヨークト統制(yoked 
control )条件：ヨークト統制条件では、随伴模倣条件の際にICレコーダーで録
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音した実験者自身の音声反応を、実験者がイヤホンで聞き、その通りに発声・
発話した。 
従属変数 
 従属変数は以下の3つであった。(1)音声模倣の生起率、(2)音声表出(発声・発
話)の生起数、(3)実験者と参加児の音声による交互交代の平均値と最大値 
 
4-1-3.結果と考察 
 随伴模倣条件の方が、ヨークト条件よりも発声と音声模倣が増加した。この
ような結果は定型乳児に対する先行研究と一致した (Goldstein & Schwade, 
2008; Goldstein, Schwade, & Bornstein, 2009; Pelaez, Ortega, & Gewirtz, 
2011a; 2011b)。したがって、自閉症児の音声反応に対して即時に反応をするこ
とが、次の発声や音声模倣を促すことを明らかにした。自閉症児の音声言語反
応に対する随伴模倣の効果について統制条件を用いて比較し、検討した研究は
これまでになかった(Nadel et al., 2000)。したがって、本研究は、自閉症児の音
声言語反応に対する随伴模倣の効果を示した初めての研究である。 
 さらに本研究では、随伴模倣の方が、ヨークト条件よりも音声の平均交互交
代数と音声の最大交互交代数が増加することが示された。したがって、音声を
介した相互作用を形成するためには、自閉症児の音声反応に対して即時に模倣
を随伴させることが重要であることが明らかになった。自閉症児の音声反応に
対して、大人と子どもの双方向の視点から、音声を介した相互作用を検討した
研究はこれまでになかった。したがって本研究は随伴模倣によって自閉症児の
コミュニケーション(音声言語表出・社会的相互作用)が促進されることを初めて
明らかにした。 
 
第 2節 研究 4-2音声反応との類似性に関する分析 
 
4-2-1.目的 
 研究 4-2では、随伴応答条件という統制条件を設定し、随伴模倣の効果を検
討した。随伴応答条件とは、実験者が自閉症児の音声反応に対して即時に応答
するが、類似した反応ではなく言語賞賛などの異なる音声反応を提示する方法
である。研究 4-2では、随伴模倣の方が、発声や音声模倣の頻度が増加するか
どうかを検討した。さらに、音声模倣の増加に伴い、コミュニケーション(音声
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言語表出・社会的相互作用)が促進されるかどうかについても検討することを目
的とした。 
 
4-2-2.方法 
参加児 
 3歳から5歳の自閉症児6名(平均生活年齢3.75歳；平均発達年齢2.69歳; 自閉症
重症度得点の平均値39.17)が参加した。 
セッティングと用具 
 6名中4名は大学の訓練室で実施した。6名中2名は実験者が自宅に訪問して実
施した。 
実験デザイン 
 単一事例実験計画法の1つである、Rapidly changing reversal design (Cooper, 
Wachker, Sasso, Reimers, & Donn, 1990) を用いた。 
手続き 
 各条件は2分間で、条件間に約30秒間の短い休憩を挟んだ。(1)随伴応答 
(contingent response) 条件：参加児が絵カードまたはおもちゃに対して音声反
応を表出した場合には、実験者はすぐに応答した。例えば、参加児が「くるま」
と言ったならば、実験者は「すごい」「そうだね」「よくわかったね」等の言語
賞賛を提示した。(2)随伴模倣 (contingent imitation) 条件：実験者は、参加児
の音声反応を即時に模倣あるいは拡張模倣を行った。例えば、参加児が「くる
ま」と言ったならば、実験者は即時に「くるま」と模倣した。さらに、参加児
が実験者の音声反応である「くるま」を模倣したら、実験者は次に「赤いくる
ま」と参加児の音声反応を拡張して模倣した。 
従属変数 
 全てのセッションは、ビデオで記録された。従属変数は以下の3つであった。 
(1)音声模倣の生起数(2)音声表出の生起数(3)実験者と参加児の音声による交互
交代の平均値と最大値 
 
4-2-3.結果と考察 
 すべての参加児において、随伴模倣条件の方が随伴応答条件よりも発声、音
声模倣、音声の交互交代数が増加した。したがって、随伴模倣によって子ども
の音声模倣が生み出されることが明らかになった。さらに、音声模倣が増加す
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ることによって、コミュニケーション(音声言語表出・社会的相互作用)も促進さ
れることが明らかになった。これまでの研究では、随伴模倣を含めた介入パッ
ケージを実施することによって音声言語表出が増加することは示されていた 
(Ingersoll & Schreibman, 2006)。しかし、介入パッケージの要因のうち、随伴
模倣のみを取り出し、音声言語反応に及ぼす効果を実証した研究はこれまでに
なかった。したがって本研究は、研究 4-1 と同様に、随伴模倣によって音声模
倣とコミュニケーション(音声言語表出・社会的相互作用)が促進されることを初
めて明らかにした研究である。 
 本研究では随伴応答条件を統制条件として設定することによって、自閉症児
の音声反応に対して即時に類似していない音声を随伴させる場合と、即時に類
似した音声を随伴させる場合を比較することができた。その結果、即時に類似
した音声を随伴させることが音声言語の頻度を高めるためには重要であること
が明らかになった。 
 
第 5章 研究 5. 分析的介入研究：随伴模倣を用いた臨床介入 
 
第 1節 研究 5-1 無発語の自閉症児を対象とした事例研究 
 
5-1-1.目的 
 研究 5-1 の目的は、無発語の自閉症児を対象に、随伴模倣を用いた介入を行
うことで、音声模倣が獲得されるかを検討することであった。さらに、音声模
倣の獲得に伴い、コミュニケーション(音声言語表出・社会的相互作用・語彙獲
得)が促進されるかどうかを検討した。 
 
5-1-2.方法 
参加児 
 無発語の自閉症児1名(生活年齢2.83歳; 発達指数52; 自閉症重症度得点47)が
参加した。 
セッティング・用具 
 セッションは、大学の訓練室で実施した。 
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実験デザイン 
 本研究はプローブとフォローアップの評価を含めたABデザイン (Barlow et 
al., 2008) を用いた。 
手続き 
 ベースラインフェイズは1週間、トレーニングフェイズは6週間であった。参
加児は実験室に週に1回訪問した。参加児は週に1度、5分間のセッションを5～6
セッション受けた。 
ベースラインフェイズ・ポストフェイズ 
 1分に1回、実験者は示範となる発話を提示し、発声と発話を引き出すような
関わりを実施した。参加児が発声と発話をした場合は随伴応答を行った。 
トレーニングフェイズ 
セッションの間、実験者は、示範となる発話を提示し、参加児が発声または
発話をした場合、その全ての発声と発話に対して随伴模倣を行った。 
般化セッション 
 実験者と参加児は床に座って実施した。 
従属変数 
 全てのセッションは、ビデオで記録された。従属変数は以下の5つであった。
(1) 発声と発話、(2) 音声模倣、(3) 実験者の発話、(4)有意味語発話、(5)実験者
と参加児の音声の交互交代 
 
5-1-3.結果と考察 
 随伴模倣を用いた介入によって音声模倣が獲得された。介入前は音声模倣を
獲得していなかった。しかし 6 週間の介入後には音声模倣が獲得された。した
がって、研究 4 によって得られた結果が、無発語の自閉症児においても実証さ
れた。さらに、本研究は音声模倣の獲得に伴い、コミュニケーション(音声言語
表出・社会的相互作用・語彙獲得)が促進されるかどうかを検討した。その結果、
随伴模倣によって発声と発話の頻度が増加した。発声と発話の増加に伴い、音
声模倣の頻度も増加した。また、音声の交互交代数や音声交互交代の持続時間
が増加した。このような相互作用の形成に伴い、有意味語発話が獲得された。
したがって、随伴模倣によってコミュニケーション(音声言語表出・社会的相互
作用・語彙獲得)が促進されることが明らかになった。 
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第 2節 研究 5-2  1 語発話の自閉症児を対象とした事例研究 
 
5-2-1.目的 
 研究 5-2の目的は、1 語発話の自閉症児を対象とし、随伴模倣と拡張随伴模倣
の技法を用いることで、発声に必要な運動反応をが獲得され、コミュニケーシ
ョン(発話明瞭度)が促進されるかを検討することであった。 
 
5-2-2.方法 
参加児 
 自閉症児1名(生活年齢8.02歳； 発達年齢2.50歳; 自閉症重症度得点45)が参加
した。 
セッティング・用具 
 本研究は、実験者が参加児の家庭に訪問し、椅子と机のみが置かれた部屋で
行った。参加児の発話の明瞭度を評価する際に絵カード12種類を用いた。 
実験デザイン 
 本研究は、単一事例研究計画法の、課題間多層ベースライン (Barlow et al., 
2008) と事前事後デザインを用いた。 
手続き 
 本研究は、週に1回、約１時間実施した。実験回数は4回で、そのうちトレー
ニングは3回であった。 
事前評価・事後評価 
 実験者は、まず参加児の注意を引いた後、絵を見せ、「これ何？」と教示した。
参加児が2秒以内に音声を表出しない場合、または1秒以内の音声表出であって
も不正解の場合には、実験者が正しい絵の名称を言い、参加児の音声模倣を促
した。 
ベースライン 
 実験者は、参加児の注意を引いた後、「まねしてね」と教示し、示範刺激を提
示した。参加児の反応の正誤に関わらず、「がんばっているね」等の課題従事へ
の言語賞賛を行い、参加児の好きなお菓子を強化子として手渡した。 
トレーニング 
 実験者は、参加児の注意を引いた後、各課題に合わせた教示を行い、示範刺
激を提示した。参加児が反応をしたらすぐに実験者が随伴模倣、拡張随伴模倣
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を行った。加児が実験者の示範刺激と近い反応を行った直後には、随伴模倣や
言語賞賛をしながらお菓子を提示した。少しずつ正反応に近づくように参加児
の反応を段階的に強化した。(1)大きな口を開ける課題(2)大きな声を出す課題(3)
音を長く出す課題の順番で実施した。 
フォローアップ 
 トレーニング終了後から1週間後と2週間後と1ヶ月後にフォローアップを実
施した。 
従属変数 
 事前事後評価では、発話の明瞭度を従属変数とした。24種類の絵カードの命
名または音声模倣のうち、参加児の表出した発話が正しい単語として聞き取れ
た数を全体の総数で割った値を正反応率とし、発話の明瞭度の指標とした。 
 
5-2-3.結果と考察 
 随伴模倣と拡張随伴模倣によって、口を大きく開ける、大きな声を出す、長
い音を出す、という発声器官の運動反応が獲得されることを示した。さらに、
運動反応の獲得に伴い、4 日間の介入によってコミュニケーション(発話の明瞭
度)が向上した。このことから随伴模倣は、新しい行動自体を獲得させる機能を
持つことを実証した。本研究が用いた発声器官の運動反応に関する標的行動は、
口を大きく開ける、大きな声を出す、長い音を出すという 3 つであったが、口
の開閉、声の大きさの強弱、音の長短に関しても模倣ができるようになった。
このことから、随伴模倣と拡張随伴模倣により運動のコントロールが改善した
と考えられる。 
 
第 3 部 総合考察 
第 1章 本論文で明らかになった点  
 
 本研究に参加した自閉症児は、知的障害があり、自閉症重症度が高かった。
さらに、無発語または発話が少なく、コミュニケーションの成立が難しかった。
本研究では、そのような特徴がある自閉症児を対象とし、以下の3点が明らかに
なった。 
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(1)評価：模倣(動作・操作・音声)と行動指標・発達指標との相関関係(研究1): 
 模倣(動作・操作・音声)は、行動指標(視知覚・運動・言語)や発達指標(発達年
齢・自閉症重症度・適応行動)など様々な行動の機能化と関係することが示され
た。特に、音声模倣は行動指標(視知覚)や発達指標(適応行動)と関係することが
示された。したがって、模倣に介入する際には、動作模倣と操作模倣だけでは
なく、音声模倣も標的行動として介入することが重要であると考えられる。 
(2)介入：模倣(動作・操作・音声)と行動指標(視知覚・運動・言語)の拡張 (研究
2) 
 パッケージを用いて模倣(動作・操作・音声)に介入することにより、参加した
自閉症児全員が、模倣(動作・操作・音声)を獲得した。さらに模倣の獲得に伴い、
視知覚・運動・言語が拡張した。したがって、模倣が基軸行動として機能する
ことが実証された。 
(3)要因分析：模倣(音声)とコミュニケーション(音声言語表出・社会的相互作用・
語彙獲得・発話明瞭度の向上)の拡張 (研究3, 4, 5) 
 自閉症児の音声反応に対して随伴模倣を提示することで、その直後に自閉症
児の音声模倣が生起する確率が高くなった (研究3)。さらに、随伴模倣の構成要
素である反応への即時性と反応との類似性の両方の要素が音声反応に伴うこと
で、音声模倣が増加し、コミュニケーション(音声言語表出・社会的相互作用)
が促進されることが明らかとなった(研究4-1, 実験4-2)。さらに無発語の自閉症
児対象とし、随伴模倣を用いた臨床介入を行った結果、発声の頻度が増加し、
音声模倣の頻度が増加した。さらに社会的相互作用も形成された。それに伴い、
有意味語発話を獲得し、機能的なコミュニケーションを獲得した(実験5-1)。次
に、1語発話の自閉症児を対象とし、随伴模倣を用いた臨床介入を行った結果、
発声の長さや大きさが変化し、発話の明瞭度が高まることが示された(実験5-2)。 
 
第 2章 模倣のメカニズムに関する分析 
 
自閉症児の音声模倣にもたらす大人の随伴模倣の機能 
 随伴模倣は、自閉症児の音声模倣のおいて次の 2つの機能があると考えられ
る。 
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(1)子どもの音声模倣の弁別刺激としての機能 
 随伴模倣は、子どもの音声模倣の弁別刺激として機能する。随伴模倣が子ど
もの音声模倣の弁別刺激として機能するのは、分化結果手続き (Goeters, 
Blakely, & Poling., 1992)と関係していると考えられる。さらに、随伴模倣が子
どもの音声模倣の弁別刺激として機能するのは、音声知覚の運動理論 
(Liberman et al., 1967; Massaro & Rowe, 2015) と関係していると考えられる。 
(2)子どもの音声模倣の条件性強化としての機能 
 大人の随伴模倣は、大人の随伴応答よりも条件性強化として機能しやすいこ
とが示された。これまでの模倣の介入研究では、模倣に先行する刺激と模倣反
応との間の形態の類似性が、模倣の条件性強化として機能すると考えられてい
た(Baer, Peterson & Sherman, 1967; Young et al., 1994)。その一方で、本研究
では、自閉症児の模倣反応と模倣に後続する刺激との間の形態の類似性が、模
倣の条件性強化として機能すると考えられる。 
 
自閉症児の音声模倣とコミュニケーションに及ぼす大人の随伴模倣の効果 
 本研究から、大人の随伴模倣は、子どもの模倣の成立とコミュニケーション
の拡張において次の 3つの効果があると考えられる。 
(1)音声模倣の生起頻度自体を高める効果 
(2)音声を介した社会的相互作用を成立させる効果 
(3)新しい行動レパートリーの獲得を促す効果 
 
第 3章 模倣(動作・操作・音声)と視知覚・運動・言語・コミュニケ
ーションの拡張を促す条件  
 
 本論文では、自閉症児の行動獲得に必要な条件を十分に分析し、それらを介
入パッケージとして構成した。そして模倣(動作・操作・音声)を標的行動とし、
パッケージ化した介入を行った。その結果、自閉症児において模倣が基軸行動
となり、視知覚・運動・言語・コミュニケーションが拡張されることが明らか
になった。本論文で使用した介入パッケージに含まれる条件は次の4つであった。
４つの条件が成立することで、模倣を介した社会的相互作用を形成と、多様な
行動レパートリーを拡張することができることが明らかになった。これまでの
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模倣の介入研究の中で、社会的相互作用の形成と、行動レパートリーの拡張の
重要性は、どの先行研究も言及していない。 
 
(1)模倣に先行する刺激に関する条件 
 1つ目は、自閉症児が既に運動レパートリーとして獲得している刺激(動作・操
作・音声)を連続で提示してから、まだ獲得していない刺激(動作・操作・音声)
を提示することである。2つ目は、自閉症児が既に運動レパートリーとして獲得
している刺激かつ物理的な次元が異なる刺激を対提示することである。 
(2)模倣に後続する刺激に関する条件 
 1つ目は上記した随伴模倣と拡張随伴模倣である。2つ目は、反応と関連のあ
る強化である。 
 
第 4章 本論文の意義と今後の展望  
 
 本論文では、模倣が基軸行動としての機能を持ち、視知覚・運動・言語・コ
ミュニケーションを拡張することを明らかにした。また、大人の随伴模倣の機
能について分析をすることで、模倣のメカニズムとコミュニケーションへの拡
張のメカニズムを明らかにした。本論文では、模倣の成立の評価だけではなく、
模倣を通じた学習の成立を多様な指標(視知覚・運動・言語・コミュニケーショ
ン)を用いて評価した。したがって、本論文は、模倣の時間的な変化に対応した
法則性だけではなく、模倣の形態的な変化と機能的な変化に対応した法則性を
明らかにした初めての研究である。 
 本論文では、模倣の成立と視知覚の成立の関係を明らかにした。その一方で、
模倣の成立と聴知覚の成立の関係については今後の検討課題である。「大人の
随伴模倣—子どもの模倣」の社会的相互作用に関して、音響学的な分析を行う
ことで、音声言語獲得のメカニズムを明らかにすることが今後の検討課題であ
る。 
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